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活動内容 個人 地域 社会、会社 行政 その他

父親・母親教室＝受胎の仕組み、親としての心構え、経験
者の体験談・アドバイスなどを行う。カリキュラムは専門職と
相談する。

教える、見せる 主催
場所提供
助成金

こんにちは赤ちゃん事業の拡大＝市の既存事業は保健
師、助産師などが生後4カ月までの乳児のいる全ての過程
を訪問し、育児の相談、支援、情報提供を行うもの。これに
地域住民や専門職が加わる。

保健師と同行
地域にいる専門職が
保健師と同行

事業拡大

子育て休暇制度＝子育てに親が必要な時期に、仕事が休
めて、赤ちゃんのそばにいることができる。

制度創設 企業への依頼

でむかえびと＝赤ちゃんが病院から自宅に入るときに、地
域みんなで命の誕生を喜ぶ。

参加 主催

活動内容 個人 地域 社会、会社 行政 その他

赤ちゃんカフェ（白井案では子育て支援広場）＝赤ちゃんを
連れた親が集まり、子ども、大人、お年寄りが赤ちゃんを見
たり触れたりすることで、命の尊さを体感する。子育て経験
者が助言する。

参加
場所提供（自宅）

場所提供（空き店
舗、自治会館）

場所提供、助成金

赤ちゃん学教室＝日本赤ちゃん学会が開催し、地域育児
支援士（孤立しがちな親をサポートしたり行政の子育て支
援事業のPRをする人材）を養成している。

地域育児支援士とな
り子育てをサポート

主催（保健所）
場所提供

育児の手助け おせっかい隊

育児セミナー＝子どもとのコミュニケーションの取り方（話し
方）、親のありがたさ・愛情の深さの伝え方、間違った子育
ての結果などを経験者が教える。

教える、見せる 主催（保健所）

知能の発育チェック＝身体だけではなく、脳が順調に育っ
ているか（普通に喋れるか、色の識別、鳥・花などの名前な
ど）についても確認する。

主催（保健所）

妊娠・出産

乳幼児
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活動内容 個人 地域 社会、会社 行政 その他

心の時間＝赤ちゃん・親への思いやり、人への気遣い、家
族の絆、愛情などについて教える。内容は専門職と相談す
る。

教える。
親として参加。

主催（教育委員会）

活動内容 個人 地域 社会、会社 行政 その他

命の時間＝親、社会人に必要な人間力を養う。カリキュラ
ムは専門職と相談

教える
私学も含め、必須科
目に（教育委員会）

ハンディキャップ体験の時間＝目が見えない、耳が聞こえ
ない、手足が不自由など、障害のある状態になって街を歩
き、障害のある人の気持ちを知る。福祉を学ぶ大学生、専
門学校生が教えることで育て合う。

主催（教育委員会）
福祉を学んでいる
学生が教える。

チャレンジ体験教室の拡大＝京都市の既存事業。やりたい
仕事を体験するが中学の1回だけなので、小学校でも複数
開催する。

受入れ 受入れ 主催（教育委員会）

心の時間＝赤ちゃん・親への思いやり、人への気遣い、家
族の絆、愛情などについて教える。内容は専門職と相談す
る。

教える。
親として参加。

主催（教育委員会）

ボランティアの時間＝お年寄り、障害のある人、子どもの面
倒を看る。

受入れ 受入れ 主催（教育委員会）

活動内容 個人 地域 社会、会社 行政 その他

インターンシップ＝希望する仕事に就いたり、研究内容を実
践するとともに、社会人としてのルールを学ぶ。

受入れ 受入れ 指導
大学コンソーシア
ムとの連携

ハンディキャップ体験の時間の運営＝子ども達に障害のあ
る人の気持ちを知ってもらう事業を企画し教え役を務める。

主催（教育委員会）
福祉を学んでいる
学生が教える。

ボランティアの時間＝お年寄り、障害のある人、子どもの面
倒を看る。

受入れ 受入れ 主催（教育委員会）

保育園・幼稚園

小学校・中学校・高校

大学
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活動内容 個人 地域 社会、会社 行政 その他

人間力講座＝社会人になるための心構え、道徳心、責任な
どについて教える。

教える 主催？ 主催？

活動内容 個人 地域 社会、会社 行政 その他

子育て教室＝道徳・礼儀教育の重要性、間違った子育ての
結果、赤ちゃんの気持ちの読み取り方、おむつ交換、着替
え、検温、沐浴などを教える。内容は専門職と相談する。

教える 教える。主催？ 主催？

町内会活動＝地蔵盆、運動会、子ども会、親の会、祖父母
の会、世代交流会などを通じて親のコミュニケーションを図
る。

参加 主催（町内会）

サークル活動、サークル協働＝自分の好きなことをする
サークルに参加し、仲間を増やすとともに、子育てについて
意見・情報を交換する。他のサークルと協働することで人の
輪を広げる。

参加 情報収集・発信

地域育児支援士（野崎案は育児メンター）＝孤立しがちな
親をサポートしたり、行政の子育て事業をPRする。

地域育児支援士とな
り親をサポートする

地域育児支援士養
成・派遣

親の交流会＝子ども自慢、相談、悩み、愚痴、保育園、幼
稚園、学校、子育て経験など、子育てに関するありとあらゆ
る話題について語り合う。

参加。場所提供（自
宅）

主催。場所提供（空
き店舗、集会所、自

治会館）

場所提供
助成金

家事塾＝掃除、洗濯、片付け、食事の作り方、挨拶、近所
付き合いなど、家庭で伝えてきたことができない人がいるの
で、これらを教える。

教える、場所提供
（自宅）

主催。場所提供（空
き店舗、集会所、自

治会館

講師派遣
場所提供

親子コミュニケーション教室＝講義編では親に理論を教え、
実践編では親子一緒にキャンプ、旅行などに出かける。

地域育児支援士とな
り教える

主催。場所提供（空
き店舗、集会所、自

治会館

講師派遣
場所提供

就職・社会人

子育て
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活動内容 個人 地域 社会、会社 行政 その他

子ども、孫、親に、自分の得意技やももっている知恵、歴
史、風習などを教える。

教える、見せる、場
所提供（自宅）

場所提供（空き店
舗、集会所、自治会

館
場所提供

「心の時間」「命の時間「父親母親教室」「育児セミナー」「こ
んにちは赤ちゃん事業」「子育て教室」「親子コミュニケー
ション教室」「人間力講座」「家事塾」の教え手になる。
「地域育児支援士」「むかえびと」になる。
赤ちゃんカフェに参加する。ボランティアを受け入れる。

教える、参加する

活動内容 個人 地域 社会、会社 行政 その他

おせっかい隊＝子育てしている親、障害のある人、お年寄
りが望む手助け（行動、相談、情報提供など）を行う。市民、
観光客に「おもてなし」を教え、実践する。

参加 主催（自治会）

地域避難体験教室＝避難場所への移動を経験する。 参加 主催（自治会）

人のネットワークマップ作成 情報提供 情報提供 作成

地域別人づくり情報 情報提供 情報提供 集約・発信

研究情報 情報提供 集約・発信

地域のこと（歴史、施設、人など）がわかる情報発信施設整
備。

情報提供
情報提供、場所提供
（空き店舗、自治会

館）
施設整備、場所提供

商店街でSOHO整備 場所提供（空き店舗） 助成金

子どもが遊ぶ原っぱ整備 施設整備、場所提供

PTA活性化＝子育て・悩みごと・相談ごとなどについての親
の連携、親の孤立化防止。

参加 指導（教育委員会）

学校との連携＝インターンシップ、学校開放。 受入れ 指導（教育委員会）

市民道徳、親道徳の普及、実践 教育委員会

障害者が活躍できる地域づくり 就職受入れ 啓発、労働条件整備

子育てセンター設置 施設整備

こんにちは赤ちゃん館設置 施設整備

退職・老後

その他


